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(57)【要約】

【課題】貯湯タンク内の水の衛生管理を経済効率よく行

うことができる貯湯式給湯機を得ること。

【解決手段】水を加熱して温水を生成する熱源器１と、

この熱源器１により生成された温水が貯留される貯湯タ

ンク５と、一端が水源に接続され他端が貯湯タンク５の

下部に接続された第１給水管路１０と、一端が貯湯タン

ク５の上部に接続された給湯管路２０と、この給湯管路

２０に配置された混合弁１４と、第１給水管路１０と混

合弁１４とを結ぶ第２給水管路２５と、混合弁１４の動

作を制御する混合弁制御部３５とを備えた貯湯式給湯機

５０を構成するにあたり、貯湯タンク５から給湯管路２

０に供給される水の温度を測定する温度センサを設ける

と共に、温度センサによる測定結果が条件値以下となっ

たときには第２給水管路２５から給湯管路２０に向かう

水流の通過のみを混合弁１４に許容させる切替処理部３

３を混合弁制御部３５に含ませる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生 成 す る 熱 源 器 と 、 該 熱 源 器 に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 貯 留 さ れ る 貯

湯 タ ン ク と 、 一 端 が 水 源 に 接 続 さ れ 他 端 が 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 接 続 さ れ た 第 １ 給 水 管

路 と 、 一 端 が 前 記 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 接 続 さ れ た 給 湯 管 路 と 、 該 給 湯 管 路 に 配 置 さ れ た 混

合 弁 と 、 前 記 第 １ 給 水 管 路 と 前 記 混 合 弁 と を 結 ぶ 第 ２ 給 水 管 路 と 、 前 記 混 合 弁 の 動 作 を 制

御 す る 混 合 弁 制 御 部 と を 備 え た 貯 湯 式 給 湯 機 で あ っ て 、

　 前 記 貯 湯 タ ン ク か ら 前 記 給 湯 管 路 に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 セ ン サ を 有 し 、

　 前 記 混 合 弁 制 御 部 は 、

　 前 記 給 湯 管 路 に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 に つ い て の 条 件 値 が 格 納 さ れ る 記 憶 部 と 、

　 前 記 温 度 セ ン サ に よ る 測 定 結 果 が 前 記 条 件 値 以 下 と な っ た と き に 前 記 混 合 弁 の 動 作 を 制

御 し て 、 該 混 合 弁 に 前 記 第 ２ 給 水 管 路 か ら 前 記 給 湯 管 路 に 向 か う 水 流 の 通 過 の み を 許 容 さ

せ る 切 替 処 理 部 と を 含 む 、

　 こ と を 特 徴 と す る 貯 湯 式 給 湯 機 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 貯 湯 タ ン ク 内 の 上 部 に 滞 留 し て い る 水 の 温 度 を 測 定 す る こ と を

特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 貯 湯 式 給 湯 機 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 給 湯 管 路 で の 前 記 混 合 弁 と 前 記 貯 湯 タ ン ク と の 間 の 領 域 に お い

て 該 給 湯 管 路 内 の 水 の 温 度 を 測 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 貯 湯 式 給 湯 機 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 温 度 セ ン サ は 、 前 記 給 湯 管 路 で の 前 記 混 合 弁 よ り 下 流 側 の 領 域 に お い て 該 給 湯 管 路

内 の 水 の 温 度 を 測 定 し 、

　 前 記 切 替 処 理 部 は 、 前 記 貯 湯 タ ン ク か ら 前 記 給 湯 管 路 に 向 か う 水 流 の 通 過 の み を 許 容 す

る よ う に 前 記 混 合 弁 制 御 部 が 前 記 混 合 弁 に 指 示 す る と き に 動 作 す る 、

　 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 貯 湯 式 給 湯 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 貯 湯 式 給 湯 機 に 関 し 、 特 に 衛 生 管 理 機 能 を 有 す る 貯 湯 式 給 湯 機 に 関 す る も の で

あ る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 ヒ ー ト ポ ン プ 給 湯 機 や 電 気 温 水 機 等 の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 ヒ ー ト ポ ン プ や ヒ ー タ 等 の 熱 源

器 に よ り 水 を 加 熱 し て 得 た 温 水 を 貯 湯 タ ン ク に 一 旦 貯 留 し 、 貯 湯 タ ン ク に 接 続 さ れ た 給 湯

管 の 端 部 に 配 置 し た 給 水 栓 を ユ ー ザ が 開 け た と き に 貯 湯 タ ン ク 内 の 温 水 が 出 湯 す る よ う に

構 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 貯 湯 式 給 湯 機 で は 、 何 ら か の 理 由 で 或 る 時 間 以 上 電 源 が 投 入

さ れ な い 状 態 が 続 く と 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 温 水 の 温 度 が 低 下 し て 当 該 貯 湯 タ ン ク 内 で レ ジ オ

ネ ラ 属 菌 等 の 細 菌 が 繁 殖 し 易 い 環 境 に な る 。 細 菌 が 繁 殖 し た 温 水 を ユ ー ザ が 使 用 す る と 、

疾 病 に か か る こ と に も な り か ね な い 。 こ の た め 、 今 日 、 多 く の 貯 湯 式 給 湯 機 に は 衛 生 管 理

機 能 が 付 与 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 缶 体 （ 貯 湯 タ ン ク ） 内 の 水 が 長 期 間 使 用 さ れ な か っ た と き に は

缶 体 内 の 水 を 自 動 的 に 排 出 す る 機 能 を 備 え た 電 気 温 水 器 （ 貯 湯 式 給 湯 機 ） が 記 載 さ れ て い

る 。 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 貯 湯 タ ン ク と 水 栓 と の 間 に 逆 止 弁 を 設 け る こ と に よ っ て 、 水

栓 の 吐 出 口 か ら 貯 湯 タ ン ク へ の 細 菌 の 侵 入 を 防 止 し た 給 湯 装 置 （ 貯 湯 式 給 湯 機 ） が 記 載 さ

れ て い る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ５ ７ ３ ５ １ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － １ ０ ６ ６ ６ ７ 号 公 報
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【 発 明 の 開 示 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 電 気 温 水 器 の よ う に 、 細 菌 が 繁 殖 し た 可 能

性 の あ る 水 を そ の ま ま 排 出 す る と 周 囲 の 環 境 を 細 菌 で 汚 染 す る 危 険 性 が あ る 。 勿 論 、 貯 湯

タ ン ク 内 の 水 が 細 菌 で 汚 染 さ れ て い な け れ ば 、 そ の ま ま 排 出 し て も 周 囲 の 環 境 を 細 菌 で 汚

染 す る こ と は な い が 、 そ の 場 合 に は 再 利 用 可 能 な 水 を 捨 て た こ と に な る の で 、 非 経 済 的 と

な る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に 記 載 さ れ て い る 給 湯 装 置 で は 、 水 栓 の 吐 出 口 か ら 貯 湯 タ ン ク へ の 細

菌 の 侵 入 を 上 記 の 逆 止 弁 に よ っ て 低 減 さ せ る こ と は で き る も の の 、 完 全 に 防 止 す る こ と は

困 難 で あ る の で 、 給 湯 装 置 が 或 る 期 間 以 上 運 転 さ れ な い 状 態 が 続 い た 後 で そ の 使 用 を 再 開

す る と 、 細 菌 が 繁 殖 し た 水 を ユ ー ザ が 使 用 し て し ま う 危 険 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 こ の 発 明 は 上 記 の 事 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 の 衛 生 管 理 を 経

済 効 率 よ く 行 う こ と が で き る 貯 湯 式 給 湯 機 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生 成 す る 熱 源 器 と

、 該 熱 源 器 に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 貯 留 さ れ る 貯 湯 タ ン ク と 、 一 端 が 水 源 に 接 続 さ れ 他 端

が 前 記 貯 湯 タ ン ク の 下 部 に 接 続 さ れ た 第 １ 給 水 管 路 と 、 一 端 が 前 記 貯 湯 タ ン ク の 上 部 に 接

続 さ れ た 給 湯 管 路 と 、 該 給 湯 管 路 に 配 置 さ れ た 混 合 弁 と 、 前 記 第 １ 給 水 管 路 と 前 記 混 合 弁

と を 結 ぶ 第 ２ 給 水 管 路 と 、 前 記 混 合 弁 の 動 作 を 制 御 す る 混 合 弁 制 御 部 と を 備 え た 貯 湯 式 給

湯 機 で あ っ て 、 前 記 貯 湯 タ ン ク か ら 前 記 給 湯 管 路 に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 を 測 定 す る 温 度 セ

ン サ を 有 し 、 前 記 混 合 弁 制 御 部 は 、 前 記 給 湯 管 路 に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 に つ い て の 条 件 値

が 格 納 さ れ る 記 憶 部 と 、 前 記 温 度 セ ン サ に よ る 測 定 結 果 が 前 記 条 件 値 以 下 と な っ た と き に

前 記 混 合 弁 の 動 作 を 制 御 し て 、 該 混 合 弁 に 前 記 第 ２ 給 水 管 路 か ら 前 記 給 湯 管 路 に 向 か う 水

流 の 通 過 の み を 許 容 さ せ る 切 替 処 理 部 と を 含 む 、 こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 上 述 の 温 度 セ ン サ お よ び 混 合 弁 制 御 部 を 有 し て い る の で 、 上

記 の 条 件 値 と し て 貯 湯 タ ン ク 内 で 細 菌 が 繁 殖 す る 可 能 性 の 低 い 温 度 を 設 定 す る こ と に よ り

、 貯 湯 タ ン ク 内 で 細 菌 が 繁 殖 し た 可 能 性 の あ る 水 を ユ ー ザ が 使 用 し て し ま う の を 防 止 す る

こ と が 可 能 に な る 。 細 菌 が 繁 殖 し た 可 能 性 の あ る 水 は 、 熱 源 器 に よ り 再 び 加 熱 す る こ と で

殺 菌 さ れ る の で 、 そ の 後 再 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯

機 に よ れ ば 、 貯 湯 タ ン ク 内 の 水 の 衛 生 管 理 を 経 済 効 率 よ く 行 う こ と が 可 能 に な る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 の 実 施 の 形 態 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。

な お 、 本 発 明 は 以 下 に 説 明 す る 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 図 １ は 、 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 の 一 例 を 概 略 的 に 示 す 斜 視 図 で あ る 。 同 図 に 示 す 貯 湯 式

給 湯 機 ５ ０ は 、 水 を 加 熱 し て 温 水 を 生 成 す る 熱 源 器 １ と 、 熱 源 器 １ に よ り 生 成 さ れ た 温 水

が 貯 留 さ れ る 貯 湯 タ ン ク ５ と 、 一 端 が 水 源 （ 図 示 せ ず 。 ） に 接 続 さ れ 他 端 が 貯 湯 タ ン ク ５

の 下 部 に 接 続 さ れ た 第 １ 給 水 管 路 １ ０ と 、 一 端 が 貯 湯 タ ン ク ５ の 上 部 に 接 続 さ れ た 給 湯 管

路 ２ ０ と 、 第 １ 給 水 管 路 １ ０ と 給 湯 管 路 ２ ０ と を 結 ぶ 第 ２ 給 水 管 路 ２ ５ と 、 制 御 装 置 ４ ０

と 、 操 作 パ ネ ル ４ ５ と を 有 し て い る 。 な お 、 図 １ 中 の 各 矢 印 は 、 水 （ 未 加 熱 の 水 ま た は 温

水 ） の 移 動 方 向 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 上 記 の 熱 源 器 １ は 、 二 酸 化 炭 素 等 を 冷 媒 と し て 用 い た ヒ ー ト ポ ン プ 式 熱 源 器 で あ り 、 貯
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湯 タ ン ク ５ と 、 貯 湯 タ ン ク ５ の 下 部 に 接 続 さ れ た 往 き 配 管 ３ ａ と 、 貯 湯 タ ン ク ５ の 上 部 に

接 続 さ れ た 戻 り 配 管 ３ ｂ と に よ り 循 環 回 路 を 構 成 し て い る 。 貯 湯 タ ン ク ５ の 下 部 に 供 給 さ

れ た 未 加 熱 の 水 は 、 往 き 配 管 ３ ａ を 介 し て 熱 源 器 １ に 供 給 さ れ 、 こ こ で 熱 交 換 に よ り 加 熱

さ れ て 温 水 と な っ た 後 、 戻 り 配 管 ３ ｂ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク ５ の 上 部 に 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 貯 湯 タ ン ク ５ は 常 時 満 水 状 態 に 保 た れ て お り 、 そ の 下 部 に は 未 加 熱 の 水 が 滞 留 し 、 そ の

上 部 に は 熱 源 器 １ に よ り 生 成 さ れ た 温 水 が 滞 留 す る 。 こ の 貯 湯 タ ン ク ５ に は 、 上 部 に 滞 留

し て い る 温 水 の 温 度 を 測 定 す る 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ ７ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 第 １ 給 水 管 路 １ ０ は 、 水 道 （ 上 水 道 ） 等 の 水 源 か ら 供 給 さ れ る 未 加 熱 の 水 を 貯 湯 タ ン ク

５ の 下 部 に 導 く も の で あ り 、 水 源 と し て 水 道 を 利 用 す る と き に は 、 図 示 の よ う に 、 第 １ 給

水 管 路 １ ０ の 途 中 に 元 供 給 圧 を 減 圧 す る た め の 減 圧 弁 ９ が 配 置 さ れ る 。 水 源 か ら 貯 湯 タ ン

ク ５ に 向 け て 未 加 熱 の 水 が 常 時 送 水 さ れ る 。 未 加 熱 の 水 は 、 貯 湯 タ ン ク ５ 内 の 温 水 が 消 費

さ れ た と き に 第 １ 給 水 管 路 １ ０ を 介 し て 貯 湯 タ ン ク ５ 内 の 下 部 に 供 給 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 給 湯 管 路 ２ ０ は 、 貯 湯 タ ン ク ５ の 上 部 に 滞 留 し て い る 温 水 を 台 所 、 洗 面 所 、 浴 室 等 に 導

く も の で あ り 、 そ の 途 中 に は 第 １ 温 度 セ ン サ １ ２ 、 混 合 弁 １ ４ 、 お よ び 第 ２ 温 度 セ ン サ １

６ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 給 湯 管 路 ２ ０ の 一 端 に は 給 湯 栓 １ ８ が 設 け ら れ て い る 。 第 １

温 度 セ ン サ １ ２ は 、 給 湯 管 路 ２ ０ で の 混 合 弁 １ ８ と 貯 湯 タ ン ク ５ と の 間 の 領 域 に お い て 該

給 湯 管 路 ２ ０ 内 の 水 の 温 度 を 測 定 し 、 第 ２ 温 度 セ ン サ １ ６ は 、 給 湯 管 路 ２ ０ で の 混 合 弁 １

４ と 給 湯 水 栓 １ ８ と の 間 の 領 域 に お い て 該 給 湯 管 路 ２ ０ 内 の 水 の 温 度 を 測 定 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 上 記 の 混 合 弁 １ ４ に は 第 ２ 給 水 管 路 ２ ５ の 一 端 が 接 続 さ れ て お り 、 第 ２ 給 水 管 路 ２ ５ の

他 端 は 上 述 し た 第 １ 給 水 管 路 １ ０ に 接 続 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 混 合 弁 １ ４ の 開 閉 量 を

調 整 す る こ と に よ り 、 貯 湯 タ ン ク ５ か ら 供 給 さ れ る 温 水 と 第 ２ 給 水 管 路 ２ ５ か ら 供 給 さ れ

る 未 加 熱 の 水 と の 混 合 比 を 変 え て 給 湯 栓 １ ８ か ら 供 給 さ れ る 水 の 温 度 を 制 御 す る こ と が で

き る 。 ユ ー ザ は 、 混 合 弁 １ ４ の 開 閉 量 を 手 動 で 、 ま た は 操 作 パ ネ ル ４ ５ に よ り 制 御 装 置 ４

０ の 動 作 を 指 定 す る こ と で 上 記 の 開 閉 量 を 調 整 し て 、 給 湯 栓 １ ８ か ら 供 給 さ れ る 温 水 の 温

度 を 制 御 す る 。 ま た 、 ユ ー ザ は 、 給 湯 栓 １ ８ の 開 閉 量 を 手 動 で 調 整 し て 該 給 湯 栓 １ ８ か ら

供 給 さ れ る 温 水 の 流 量 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 制 御 装 置 ４ ０ は 、 ユ ー ザ が 操 作 パ ネ ル ４ ５ に よ り 指 定 し た 所 定 温 度 の 温 水 が 熱 源 器 １ に

よ り 生 成 さ れ る よ う に 、 ま た 所 定 温 度 の 水 が 給 湯 栓 １ ８ か ら 供 給 さ れ る よ う に 、 熱 源 器 １

お よ び 混 合 弁 １ ４ そ れ ぞ れ の 動 作 を 制 御 す る 。 こ の 制 御 装 置 ４ ０ は 、 混 合 弁 １ ４ の 動 作 を

制 御 す る た め に 、 混 合 弁 制 御 部 ３ ５ を 含 ん で 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 上 記 の 混 合 弁 制 御 部 ３ ５ は 混 合 弁 １ ４ の 動 作 を 制 御 す る も の で あ り 、 貯 湯 タ ン ク ５ か ら

給 湯 栓 １ ８ に 供 給 さ れ る 水 の 温 度 に つ い て の 条 件 値 が 格 納 さ れ る 記 憶 部 ３ ２ と 、 切 替 処 理

部 ３ ３ と を 含 ん で い る 。 切 替 処 理 部 ３ ３ は 、 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ ７ ま た は 給 湯 管 路 用

第 １ 温 度 セ ン サ １ ２ に よ る 測 定 結 果 と 上 記 の 条 件 値 と を 比 較 し 、 こ れ ら の 測 定 結 果 の い ず

れ か が 上 記 の 条 件 値 以 下 と な る と 混 合 弁 １ ４ の 動 作 を 制 御 し て 、 混 合 弁 １ ４ に 第 ２ 給 水 管

路 ２ ５ か ら 給 湯 栓 １ ８ に 向 か う 水 流 の 通 過 の み を 許 容 さ せ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 な お 、 切 替 処 理 部 ３ ３ は 、 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ ７ お よ び 給 湯 管 路 用 第 １ 温 度 セ ン サ

１ ２ の 各 々 に よ る 測 定 結 果 と 上 記 の 条 件 値 と を 比 較 し 、 こ れ ら の 測 定 結 果 の い ず れ も が 上

記 の 条 件 値 を 超 え て い た と き に は 、 ユ ー ザ が 操 作 パ ネ ル ４ ５ に よ り 指 定 し た 温 度 の 水 、 ま

た は 該 温 度 に 最 も 近 い 温 度 の 水 が 給 湯 栓 １ ８ か ら 供 給 さ れ る よ う に 、 混 合 弁 １ ４ の 動 作 を

制 御 す る 。 制 御 装 置 ４ ０ に は 、 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ ７ に よ る 測 定 結 果 に 応 じ て 熱 源 器

１ の 動 作 を 制 御 す る 熱 源 器 用 制 御 部 等 も 含 ま れ て い る が 、 図 １ に お い て は 切 替 処 理 部 ３ ５

以 外 の 図 示 を 省 略 し て い る 。 ま た 、 図 １ に お い て は 、 制 御 部 ４ ０ と 該 制 御 部 ４ ０ に 接 続 さ
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れ て い る 構 成 部 材 と を 結 ぶ 結 線 （ 無 線 で あ る 場 合 を 含 む 。 ） の 各 々 を 、 便 宜 上 、 破 線 で 表

し て い る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 述 の 構 成 を 有 す る 貯 湯 式 給 湯 機 ５ ０ で は 、 記 憶 部 ３ ２ に 格 納 す る 条 件 値 を 適 宜 選 定 す

る こ と に よ り 、 貯 湯 タ ン ク ５ 内 の 上 部 に 滞 留 し て い る 温 水 の 温 度 が 上 記 の 条 件 値 以 下 の と

き に は 水 源 か ら の 未 加 熱 の 水 し か 給 湯 栓 １ ８ に 供 給 さ れ な い こ と と な る 。 し た が っ て 、 上

記 の 条 件 値 と し て 貯 湯 タ ン ク ５ 内 で 細 菌 が 繁 殖 す る 可 能 性 の 低 い 温 度 （ 例 え ば レ ジ オ ネ ラ

属 菌 に 対 し て は ５ ０ ℃ を 超 え る 温 度 ） を 設 定 す る こ と に よ り 、 貯 湯 タ ン ク ５ 内 で 細 菌 が 繁

殖 し た 可 能 性 の あ る 水 を ユ ー ザ が 使 用 し て し ま う の を 防 止 す る こ と が 可 能 に な る 。 細 菌 が

繁 殖 し た 可 能 性 の あ る 水 は 、 熱 源 器 １ に よ り 再 び 加 熱 す る こ と で 殺 菌 さ れ る の で 、 そ の 後

再 利 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。 し た が っ て 、 貯 湯 式 給 湯 機 ５ ０ に よ れ ば 、 貯 湯 タ ン ク ５ 内

の 水 の 衛 生 管 理 を 経 済 効 率 よ く 行 う こ と が 可 能 に な る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 な お 、 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 は 、 上 述 し た 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ ７ 、 給 湯 管 路 用 第 １

温 度 セ ン サ １ ２ 、 お よ び 給 湯 管 路 用 第 ２ 温 度 セ ン サ １ ６ の ３ つ 温 度 セ ン サ を 必 ず 備 え て い

な け れ ば な ら な い と い う も の で は く 、 こ れ ら ３ つ の 温 度 セ ン サ ７ ， １ ２ ， １ ６ の う ち の 少

な く と も １ つ を 備 え て い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 た だ し 、 上 記 ３ つ の 温 度 セ ン サ の う ち の 給 湯 管 路 用 第 ２ 温 度 セ ン サ １ ６ の み を 用 い て 本

発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 を 構 成 し よ う と す る 場 合 に は 、 切 替 処 理 部 ３ ５ の 構 成 は 上 述 の 構 成 と

は 異 な っ た も の と な る 。 す な わ ち 、 貯 湯 タ ン ク ５ か ら 給 湯 栓 １ ８ に 向 か う 水 流 の 通 過 の み

を 許 容 す る よ う に 混 合 弁 制 御 部 ４ ０ が 混 合 弁 １ ４ に 指 示 す る と き に 初 め て 動 作 す る よ う に

、 切 替 制 御 部 ３ ５ が 構 成 さ れ る 。 換 言 す る と 、 混 合 弁 制 御 部 ４ ０ が 湯 側 全 開 と な る よ う に

混 合 弁 １ ４ に 指 示 を だ す と き に 動 作 し 、 貯 湯 タ ン ク ５ 内 の 上 部 に 滞 留 し て い る 温 水 の 温 度

が 上 述 の 条 件 値 以 下 の と き に は 上 記 の 指 示 に 抗 し て 水 側 全 開 と な る よ う に 混 合 弁 １ ４ の 動

作 を 制 御 し 直 す よ う に 、 切 替 処 理 部 ３ ５ が 構 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 に お け る 熱 源 器 は ヒ ー ト ポ ン プ 式 熱 源 器 に 限 定 さ れ る も の

で は な く 、 他 の 方 式 の 熱 源 器 、 例 え ば 貯 湯 タ ン ク 内 に 配 置 さ れ た ヒ ー タ 等 で あ っ て も よ い

。 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 に つ い て は 、 上 述 し た 以 外 に も 種 々 の 変 形 、 修 飾 、 組 合 せ 等 が 可

能 で あ る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 貯 湯 式 給 湯 機 の 一 例 を 示 す 概 略 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

１ 　 熱 源 器

５ 　 貯 湯 タ ン ク

７ 　 貯 湯 タ ン ク 用 温 度 セ ン サ

１ ０ 　 第 １ 給 水 管 路

１ ２ 　 給 湯 管 路 用 第 １ 温 度 セ ン サ

１ ４ 　 混 合 弁

１ ６ 　 給 湯 管 路 用 第 ２ 温 度 セ ン サ

１ ８ 　 給 湯 栓

２ ０ 　 給 湯 管 路

２ ５ 　 第 ２ 給 水 管 路

３ ２ 　 記 憶 部

３ ３ 　 切 替 処 理 部

３ ５ 　 混 合 弁 制 御 部

４ ０ 　 制 御 装 置
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５ ０ 　 貯 湯 式 給 湯 機

【 図 １ 】
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